
主催:あいぽーと徳島（徳島県立人権教育啓発推進センター）

令和５（２０２３）年１１月１１日（土）　第２回県民講座　映画上映会「いのちの停車場」　参加申込
キリトリキリトリ

音声コード

● 参加可否のご連絡を後日代表者様に郵送にて通知します。

日
　
時

会
　
場

シビックセンター
４階 さくらホール
徳島市元町1丁目２４番地

令和5(2023)年

11月11日〔土〕
10：15～12：15（開場：10：00ごろ）

申込フォーム、郵便、ファクシミリ、メールのいずれかでお申込みください。
1.お名前、住所、連絡先電話番号（日中に連絡が取れる番号）をご記入ください。
2.ご提供いただいた個人情報は、当講座の管理運営以外には使用いたしません。

お
申
込
み
方
法 申込みフォーム

あいぽーと徳島 令和５年度
第２回県民講座 映画上映会

「いのちの停車場」

参加
無料

申込
必要

TEL.088-664-3719　FAX.088-664-3727　E-mail：info@aiport.jp
〒770-0873 徳島市東沖洲2－14 沖洲マリンターミナルビル内

● 申込み・問い合わせ先:徳島県立人権教育啓発推進センター（あいぽーと徳島）

〒　　　      　 ー （日中ご連絡が取れる番号）

参 加 者 ①
（ 代 表 者 ）

代 表 者 住 所 代 表 者
電話番号

名前： ふりがな：

名前： ふりがな：

名前： ふりがな：

参 加 者 ②

参 加 者 ③

備 考 欄

今後、あいぽーと徳島からの
講演会等のチラシの郵送を希望しますか。
※該当に✔

送付を希望する。 希望しない。
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申込・問い合わせ先

指定管理者 特定非営利活動法人 徳島ヒューマンネット
〒770-0873 徳島市東沖洲2丁目14 沖洲マリンターミナルビル内

Tel.088-664-3719 Fax.088-664-3727
E-mail：info@aiport.jp

あいぽーと徳島 検索 https://www.aiport.jp

徳島県立人権教育啓発推進センター

●開館時間／午前10時から午後6時まで
●休 館 日／月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　年末年始（12月29日から1月3日まで）
■公共交通機関のご案内　JR徳島駅前から徳島市営バス❻番のりば・徳島バス【中央市場線】に乗車し、［沖洲マリンターミナル］にて下車。

徳島JCT

徳島南部自動車道

徳島沖洲IC

徳島津田IC

●　 徳島中央警察署
●　 裁判所

お車を利用の場合、ビル西側駐車場の「あいぽーと徳島」と
表記のある赤いコーンの場所に駐車してください。
満車の場合は、ビル北側の県営有料駐車場をご利用ください。
●3時間まで200円

南 杏子／原作

会　　　場

徳島県出身。日本女子大学卒。出版社勤務を経て東海大学医学部に学士編入。卒業後、
都内の大学病院老年内科などで勤務ののち、スイスへ転居。帰国後、都内の高齢者医
療専門病院に内科医として勤務しつつ、自身の仕事周辺を題材にした執筆活動を行う
ようになり、2016年、終末期医療や在宅医療を描いた『サイレント・ブレス』にてデ
ビュー。以降、医療をテーマにした作品を発表し、話題を集める。

● 当日、咳・発熱等の体調不良の方は、ご来場をお控えください。
● その他
１．交通のご案内　駐車場が混雑する恐れがありますので、
　お早めにご来場いただくか、公共交通機関をご利用ください。
２．気象警報発令時の対応について、当日午前8時の時点で、徳島市に警報
    （暴風・大雨・洪水）が発令されている場合は、開催中止となる場合があります。

注
意
事
項

シビックセンター ４階
さくらホール
徳島市元町1丁目24番地

会場案内図

音声コード

あいぽーと徳島　令和５年度　第２回県民講座 映画上映会

「いのちの停車場」 ストーリー

申込フォーム、郵便、ファクシミリ、メールのいずれかで
お申込みください。詳細は表面をご覧ください。

●お申込み方法
申込み
フォーム

JR徳島駅

駅前広場
ポッポ街

中央公園
市立
体育館

至 

鳴
門

至 
眉
山

至 池田
至 沖洲

アミコビル

192

ダイワ
ロイネット
ホテル

会場
シビックセンター４階
さくらホール
シビックセンター４階
さくらホール
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　東京の救命救急センターで働いていた、医師・白石咲和子（吉永小百合）は、ある事
件の責任をとって退職し、実家の金沢に帰郷する。久々に再会した父（田中泯）と暮ら
し、触れあいながら「まほろば診療所」で在宅医として再出発をする。「まほろば」で出
会った院長の仙川徹（西田敏行）はいつも陽気な人柄で患者たちから慕われており、訪
問看護師の星野麻世（広瀬すず）は、亡くなった姉の子を育てながら、自分を救ってく
れた仙川の元下で働いている。ふたりは、近隣に住むたった5名の患者を中心に、患者
の生き方を尊重する治療を行っており、これまで「命を救う」現場で戦ってきた咲和子
は考え方の違いに困惑する。そこへ東京から咲和子を追いかけてきた医大卒業生の野
呂聖二（松坂桃李）も加わり「まほろば」のメンバーに。野呂は医師になるか悩んでおり、
そして麻世もまた、あるトラウマに苦しんでいた。
　様々な事情から在宅医療を選択し、治療が困難な患者たちと出会っていく中で、咲
和子は「まほろば」の一員として、その人らしい生き方を、患者やその家族とともに考え
るようになってゆく。野呂や麻世も「まほろば」を通じて自分の夢や希望を見つけ、歩み
はじめた。
　生きる力を照らし出す「まほろば」で自分の居場所を見つけた咲和子。その時、父が
病に倒れ・・・。父はどうすることもできない痛みに苦しみ、あることを咲和子に頼もう
としていた̶。


